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自己の生き方を追求し，
よりよい社会を創ろうと
する能動的学習者の育成

知・徳・体を総合的に育むICTを活用
したキャリア教育の実践を通して
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教育目標と研究主題

「立志 貢献」
立志→自己の生き方の追求

貢献→よりよい社会の創造

研究主題

「自己の生き方を追求し，よりよい社会を創ろうとする能動的学習者の育

成」

ー知・徳・体を総合的にはぐくむICTを活用したキャリア教育の実践ー
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キャリア教育

知：確かな学力

学習意欲

徳：豊かな心

自己効力
感

体：健康・体力

自己調整
力

×
ICTの活用
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研究の目的



学習指導要領 前文 （文部科学省2018）

これからの学校には，こうした教育の目的及び目標の達成を

目指しつつ，一人一人の児童生徒が，①自分のよさや可能性を

認識するとともに，②あらゆる他者を価値のある存在として尊

重し,③多様な 人々と協働しながら④様々な社会的変化を乗り

越え，⑤豊かな 人生を切り拓き，⑥持続可能な社会の創り手

となることができる ようにすることが求められている。
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６つの基礎的・汎用的能力

①自分のよさや可能性を認識するとともに （自己理解能力）

②あらゆる他者を価値のある存在として尊重し   （他者理解能力）

③多様な 人々と協働しながら   （人間関係形成能力）

④様々な社会的変化を乗り越え    （課題対応能力）

⑤豊かな 人生を切り拓き   （キャリアプランニング能力）

⑥持続可能な社会の創り手となること    （社会形成能力）
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研究の構造と５つの取組

自ら学ぶ力

動機づけ

メタ認知

学習・生活方略

６つの基礎的・汎用的能力の育成

１授業改善

２学びのポー
トフォリオ

３キャリア・
パスポート

４生活理解
シート

５自己理解シート
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ICTの活用



新潟県長岡市立関原中学校

１ 学習内容の工夫 ICT

●生活や社会，生き方（職業）
に関連した題材，教材を活用
した授業

●他教科と関連した題材，教材
を活用した授業

●職業人や他教科の教員を活用
した授業

キャリア教育の視点からの授業改善

・南極ドイツ基地とのオンライン授業

（理科：ZOOM）

・身近な飲み物の酸性・中性・アルカリ性

（理科：Jamboard）

・ゲーム形式でＥＵへの加盟か脱退かを考える

（社会：スライド）

・外国の中学生に長岡花火を紹介する

（英語：ミライシード：ZOOM）

・オンライン職業講話

（総合的な学習の時間：ZOOM）



アメリカNOAAとのオンライン授業 ドイツ南極基地とのオンライン授業

「オンライン職業講話」生徒から講師への質問の様子 質問に答える講師



キャリア教育の視点からの授業改善

２ 学習方法の工夫
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学習過程 身に付けたい基礎的・汎用的能力 活用したＩＣＴ

課題提示 社会形成能力 職業人動画

学習の流れ 課題対応能力 スライド

個の学び
自己理解能力
課題対応能力

フォーム，ドキュメン
ト，スプレッドシート

協働的な学び 人間関係形成能力
オクリンク，ムーブノ

ート，Jamboard

まとめ 他者理解能力 ムーブノート

振り返り
自己理解能力

キャリアプランニング能力
フォーム，スプレッド

シート

ICT

●それぞれの学習過程において，基礎
的・汎用的能力を活用を工夫

＜６つの学習過程＞

◆ 課題提示

◆ 学習の流れの提示

◆ 個別最適な学び

◆ 協働的な学び

◆ まとめ

◆ 振り返り



ICTを活用した「学びのポートフォリオ」
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知 「学びのポートフォリオ」

Qどうして、作ったの？

〇本校生徒の課題 

△自ら学ぼうとする能動的な姿勢があまり見られない。
〇教師の願い
「学び」と生徒の生活や社会、将来の生き方、他教科とを関連させる

ことで、今の学習を学ぶ目的や意義を見い出させたい
〇身に付けたい資質・能力、態度→６つの基礎的・汎用的能力
〇キャリア教育とのかかわり
学習の面白さや大切さを考える→学校の学習が自己の将来の生き方や

職業とつながる
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知「学びのポートフォリオ」の内容

〇授業改善との関連

 〇キャリア・パスポートとの関連
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知 「学びのポートフォリオ」の内容と活用

①単元名

②学んだこと，印象に残ったこと

③「学び」と「生活や社会，将来（職業），生き方」とのかかわり

④「学び」と「異教科の学習」とのかかわり
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キャリア・パスポートに活用



知  「学びのポートフォリオ」 

《入力者》 生徒

《使用アプリケーション》 スプレッドシート

《入力時間》 1０分～15分程度
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Q 誰がどこで書くの？  



知 学びのポートフォリオ 音楽 中２女子生徒

合唱で同じ部分を二度
歌う際に、同じ調子で歌
うのではなく二回目を大
きく盛り上げるなどの技
法を学んだことが印象に
残り、次にも生かそうと
していることがうかがえ
ます。

音楽で学習した曲の国
について、社会で学習し
たことを結び付けて考え
ています。

合奏で周りの音を聞き
ながら演奏することと、
体育でバスケットボール
などをする際に、相手や
仲間の動きを見ながら自
分がプレイすることに共
通点を見出しています。

新潟県長岡市立関原中学校
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生徒の感想



知 学びのポートフォリオ

入力することによって、文章量（文字数）を
気にすることもなく、自分の考えを書くこと
が可能
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全教科のこれまでの学習
を内容を振り返ることが
可能

漢字変換で見やすい

Q メリットは？

自宅で入力可能



知 学びのポートフォリオ ICT×デメリットは？

教師は確認するの
に時間がかかる
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生徒の中には入力に
時間がかかる

Q デメリットは？



徳「キャリア・パスポート」

■キャリアパスポートの構成
「もう一人の自分」の視点から

●これまでの学習や生活を振り返る
「これまでの自分」

●これまでの学習や生活を通して成長
した自分を見つめる「今の自分」

●これからの学習や生き方をえがく
「これからの自分」

●教師や保護者からのメッセージ
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徳 「キャリア・パスポート」
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■「これまでの自分」を振り返る



徳 「キャリア・パスポート」
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■「今の自分」を見つめる



徳  ｢キャリア・パスポート」
■ 道徳の価値項目を取り入れた基礎的・汎用的能力のルーブリック表の活用

No 身に付けたい力 基礎的・汎用的能力 道徳的価値項目 具体的な姿A

1 見つめる力

自己理解能力

向上心，
個性の伸長

授業や活動の振り返りで，自分を見つめ，自分の力や
個性を伸ばせるようにきちんと振り返ることができる。

2 律する力
自主，自律，
自由と責任

自分の言動に責任をもち，時と場を考えて行動するこ
とができる。

3 思いやる力

他者理解能力

思いやり 誰にでも思いやりをもって接することができる。

4 認める力 相互理解，寛容
自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，自分と違
う意見も受け止め，相手を認めることができる。

5 かかわる力
人間関係
形成能力

公正，公平
正義と公平さを大切にし，差別することなく誰とでも
分け隔てなくかかわることができる。

6 協働する力 友情，信頼
仲間と協力して互いに励まし合い，高め合いながら信
頼関係を築き，授業や活動に取り組むことができる。
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徳 「キャリア・パスポート」

No 身に付けたい力基礎的・汎用的能力 道徳的価値項目 具体的な姿A

7 貢献する力

社会形成能力

集団生活の充実
学級や学年の一員としての役割や責任を自覚して，係活
動や清掃など，人の役に立つことに一生懸命に取り組ん
でいる。

8 創造する力
社会参画，
公共の精神

居心地のよい学校や社会にするために自分ができること
を探し，みんなのことを考えて行動している。

9 やり抜く力

課題対応能力

強い意志
困難や失敗に負けず，学習や活動に，最後まであきらめ
ないで取り組むことができる。

10 挑戦する力 希望と勇気
学習や部活動など，自分の夢やより高い目標に向かって
自信をもって挑戦している。

11 見通す力
キャリア

プランニング能力

向上心
学習や部活動など，自分の力を伸ばすために先を見通し
て，目標や計画を立てて努力している。

12 えがく力 勤労
働くことの尊さや意義を理解し，将来なりたい職業や夢
の実現に向けて，自分の進路を考えている。
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徳 「キャリア・パスポート」
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■「これからの自分」をえがく



徳 「キャリア・パスポート」

新潟県長岡市立関原中学校

■「先生方や保護者からのメッセージ」



徳  「キャリアパスポート」

Q どうして、作ったの？
《本校生徒の課題》

生徒は、将来の職業に対する興味や関心が低く、卒業後の進
路なども漠然としています。自分のこれまでの頑張りやこれから
の抱負を考え、自己の生活や進路意識の向上につなげられる力を
つける必要がある。

《教師の願い》

自己を見つめることで、「なりたい自分」に必要な力を考え、
将来の目標をもって生活を送り、「なれる自分」の育成につなげ
たい。

《身に付けたい資質・能力、態度》
・自己理解能力・他者理解能力
・課題対応能力・キャリアプランニング能力

《キャリア教育とのかかわり》
目標を考え、振り返り、先を見通し、日々の生活を充実させ

ながら「なりたい自分」と「なれる自分」を育てることがキャリ
ア教育となっている。
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《入力者》生徒
《出力者》教師
《使用するアプリケーション》
Google Forms,スプレッドシート,

Excel

《入力時期》
・年3回

（学年始め・1学期末・学年末）
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Q 誰が、どこで書くの？

徳 「キャリア・パスポート」



Q いつ、どのように使うの？

《学級活動》
・Step１：キャリア・パスポートを見て、自己の成長を感じたり、課題を確認。
・Step２：これまでの学校生活を振り返り、本校が考える「12の力」の定着。
・Step３：他者との対話を通して、身に付いた「12の力」（自分のよさ）を確認。
・Step４：今後の学校生活での目標を設定し、達成状況の確認。

《教育相談》
キャリア・パスポートを活用し、生徒の目標や頑張りを称賛し、学校生活への意欲づけ。

《保護者面談》
生徒の目標や頑張りを共有し、生活の向上を学校と家庭からアプローチする。

《授業》
進路学習と同時進行し、「なりたい自分」へ向けての今後の生活を考える。
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徳 「キャリア・パスポート」
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徳 「キャリア・パスポート」活用



徳 「キャリア・パスポート」

•「なりたい自分」と「なれる自分」を考える学級活動

•「学習意欲」「自己効力感」「自己調整能力」を育む教育相談

•生徒情報を共有し，生徒理解を深める保護者面談
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■ICTを活用したキャリア・パスポートの活用



Q メリットは？

活動の振り返りを入力することでデータ
として蓄積することができ、いつでも見る
ことができる。

自己の良さや課題が分かり、将来の目標
設定や職業へ意識を高めることができる。

生徒自身の振り返りがデータとして蓄積
され、保管しやすい。

生徒の考えを共有でき、進路指導など
キャリア教育に生かせる。
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徳 「キャリア・パスポート」



Q デメリットは？

キャリア・パスポートと行事等の振り
返りなど被ってしまい、生徒は二度手
間になってしまうことがある。

質問内容の多さに各質問の回答量
の文字数が減少している。

生徒の入力ということで印刷ま
での工程の中で、誤字脱字の点検
が必要となる。

例年同じ質問ではなく、三年計
画で時期によって、質問内容を
変更することが必要となる。

行事の振り返りをキャリア・パスポート
ですべて完結できるように年間を見通し
た計画を作成する必要がある。
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徳 「キャリア・パスポート」



Q 何が書いてあるの？

氏名が表示

こちらには、起床平
均時刻、就寝平均時
刻、平均睡眠時間が
表示される。大きな
数字は自己の平均時
間、小さな数字は学
級の平均時間が表示
される。

こちらには、家庭学
習時間、メディア時
間の平均時間が表示
される。こちらも、
大きな数字は自己の
平均時間、小さな数
字は学級の平均時間
が表示される。

ページを選択でき、中
学校区で実施される
「パワーアップ睡眠週
間」の睡眠時間集計表
も毎朝の生徒の入力に
よって、集計すること
ができる。

新潟県長岡市立関原中学校

体「生活理解シート」
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体「生活理解シート」

Q どうして、作ったの？

《本校生徒の課題》

生徒は、睡眠や学習、メディア使用に対して注意しなくてはいけな
いという意識は持っているが改善しようとする意欲が低く、意識が行
動に表れていない。毎日蓄積した情報から自分の生活習慣を数字で可
視化することで改善しようとする意欲高め、改善行動につなげたいと
考えた。

《教師の願い》
自分の立場や状況を判断し、自分で計画を立て、実行できる強い意

志と態度を育てたい。
《身に付けたい資質・能力、態度》
・自己理解能力・課題対応能力・他者理解能力

《キャリア教育とのかかわり》
健康は一生の宝。自らの学習や生活を計画し実行する自己調整力が

これからのキャリア（人生）につながっている。



Q 誰が、どこで書くの？

《入力者》生徒

《出力者》生徒

《使用するアプリケーション》
Google Forms・スプレッドシート

《入力時間》
・毎朝登校後に前日の生活を入力
・休日は、家で前日の生活を入力
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徳「生活理解シート」



Q 何が書いてあるの？

〇クラスのMy Health 

Checkから自分の氏名を選
択し入力する。

入力記録の一覧ページ

担任が毎朝、入力記録の一覧ページ
を確認し、体温などを確認。
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体「生活理解シート」

１日付 ２体調 ３体温
４メディア使用時間
５就寝時間 ６起床時間
７学習時間 ８体調の悪い所
９家族の体調



Q いつ、どのように使うの？

《学級活動》
Step１：生活理解シートを確認し、

現状把握します。
Step２：目標を設定する期間を決め、

学習や生活習慣の目標を設定します。
Step３：振り返りをし、達成度の確認をします。

 自分の課題も把握します。
Step４：他者の学習や生活の工夫を共有し、

自己の生活に生かします。
Step５：次回の目標を設定します。
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体 「生活理解シート」



Q メリットは？

自己の課題と向き合うことができるよ
うになり、学習や生活の計画を立てや
すくなった。

生活の記録の平均を瞬時に可視化でき
ることで、振り返りがいつでも可能に
なった。

健康観察を一括で管理できるようになり、
時間短縮につながった。

睡眠チェックなどで、生徒も教師も仕
事量の大幅な減少ができた。
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体 「生活理解シート」



Q デメリットは？

クラスの平均との比較ができるが、
自己肯定感が低下する恐れもある。教
師の対話を通した指導・助言が重要。

タブレットを忘れると健康
観察ができない。口頭での
確認になる。

原則、画面上での閲覧のた
め、紙ベースで保管したい
ときの印刷に手間と時間が
かかる。

シートの作成には、専門的な高度な
知識が必要です。教育委員会や民間会
社による開発と普及を期待している。

今は、数字による可視化で
すが、今後は、入力情報の
グラフ化ができるように、
工夫・改善を図る。
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体 「生活理解シート」



■「体」の具体的取組とICT

知・徳・体の教育データを可視化し、自己調整力を育む

ICTを活用した「自己理解シート」

•「知」：NRT偏差値，定期考査点数，通知表評定

•「徳」：Q-Uのアドバイスを読んだ感想，職業レディネステスト

•「体」：身長と体重の記録，体力テストの結果
新潟県長岡市立関原中学校

体「自己理解シート」



NRT

定期考査

評定

Q-U

職業レディネス
テスト

体力テスト

身体の成長



研究の成果

新潟県長岡市立関原中学校
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（１）基礎的・汎用的能力

①道徳の価値項目と関連付けた12の基礎的・汎用的能力にお
 いて,７月と12月ともに，９割以上が肯定的評価

 ②７月と12月で大きな変化は見られなかったが，７つの評価
 で，肯定的評価が増加。

③年３回の「キャリア・パスポート」実施から12の基礎的・汎  

用的能力が育成されている
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（２）学習意欲

①生徒アンケートの「私は，意欲的に授業に取り組んでいる」
という質問項目では，９割以上の生徒が肯定的な回答をして
いる。

②令和４年７月に比べ，12月の結果のほうが，「当てはまる」
と回答した生徒が増加した。

③ハイパーＱ-Ｕの「学習意欲」の結果も全国平均よりも高く，
わずかではあるが６月の結果よりも12月が向上した。
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（３）自己効力感

48%48%

52%



新潟県長岡市立関原中学校

（４）自己調整力

生徒アンケートの自己調整力の結果から（R3.12 N＝255 R4.12 N＝226）

32%

40%
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研究の成果と課題

成果

●生徒の学習意欲，自己有用

感・自己調整力が向上した。

●職員のキャリア教育に対する

理解が深まった。

●保護者の教育活動への関心が

高まった。

課題

●教師の異動，または，研究主

題の変更により，短年度の取

組となる恐れがある。持続可

能な取組にするための継続

的・発展的な工夫・改善，研

修が必要である。



新潟県長岡市立関原中学校

ご清聴ありがとうございました。
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